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イ三村.'115朽j{'Íのある間のものは l ， iJ じ間類のものでもその明主系統の泣いによって村氏向朽力に

かなりの相異が見られる。この事実は多くの尉朽1\Hの蛇類について多くの研究者-によって悩?か

められている。あ之3障のltf朽f~Íではこの相異i土 }%;Íの位している寄主樹木の種類によって起ると

いう報告もあるが，現在ではとれは111'-1休変異であって，場所・による変異とかp 守主樹木による

変異でるるという考え方は一般に否定(11でるる。しからばとの時朽力の泣いは単なる紐11 1]の q}j

神変異であ 1) ，全く泣伝的なヲ信託を持たないものであろうか?

との執古i土コブキタケ CEljvingia αρplanatα(Pm:f'.) K\l:s'l'.)を JJJ いてとれらの点、の僻

!引を!二1 (1守としたものである。

コブキタケは広j\S闘の生立木， {J(:i采木の 111;~何j{'Íで，故も広汎な分干riをもち，多くのjÏ:ì学九

病正11\学者冬、よび林業家の IllJで広< ):11 られているがp 筆者 (1 ， 2) は本jJ\Íの ;}J1胞子が休日L~場]をも

ち，高温処:rmが f1~!I[(打岐に効県があるととむよぴ本jÏ;lは遺伝的に 4極性を示すlif朽rMで‘あるこ

とをすでに叩台した。

本研究に対して仰指導， i，}îJ削除をJ!gわった林業"え験場今関六也保設部長ゐよぴノkJIニ行犬)副知

研究室長に沌11í，:の謝立を夫ずる。アメワカのコロラド大学 R. W. DA\"ID呂町博士ばとの原稿

に!-lを泊され，千i益な助言Fを与えられた。 I"j氏に深く謝立を捧げる::}(弟である。

単相菌糸による材の腐布

材料と方法:コブキタケの単一4胞子土庁長は Jlíjに使った (1 ， 2) ものと全〈同ーのもので， 2 

つの子実体からえたものである。これら 2 つの子実体の性因子はすでにそれぞれ AIA3BIB" j;~ 

よび、 A1A3B3B，と表わした (2)。関朽実験はヵーラス瓶(高さ 18cm，直径 8cm) の rl~ にプナ

錯府 40g と，米球 20g と， ;J( 100 cc を入れて暁養基を作しとの上にプナ辺材(1本の丸

太の外側から ll"zったもの)の試験片 (6): 1. 5x1 cm) を 41fl，Iづっ世いた。試験Jれ土培養基上

に沿〈前に前もって抱乾重量生iWJ定した。とのガラス瓶を蒸気殺菌してからコフキタ.ケの単椙

1) この穀店の大要はアメリカの情物病理学会機関誌“Phytopathology'，に近く印刷の予定にな

っている。紙面の制限から芯に満ずこない点があったので，改めて書き直したものである。

2) 保護吉i\菌額研究室
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ï't4糸をJE砲し， 20-28 0C の明主常に 6 ヵ 11:-プいた(1%2 年 4 月 5 11-10 月 5 rI )。闘を接

相後 3週間で大部分の単相1'tÎ糸!土培養基 rlJ に繁荊L..， i:.i\:f，fr;:材一|二 iこ生育した。関朽実験経了後に

は;式験1:ーを枕から取りIi\して，表rüÎの菌糸を取り除き，組乾市:量を江!iI定して，重量減少率を"十

年した。単相立1糸の'1 1 にはまif5:19i~: 11 1 にはよく生存したが， l有糸が試験1 j-を包む程度i乙発育しな

いものもあった。とれらの;fj\験材はJ二部と下部Jコ両方が|司橡に伐されたいので，紡央の品1'.~めに

は除L イニコ

結果: Table 1 は 1 つの子実体から得た単相立i糸仁よって 'I~~:朽された式験i:-の市:量減少率を

示す。との去から分るように f ， il~の子実体3) からえた 64 の単;j:l 1菌糸川耕ラ力にはそれぞれm

当の遣いがみられる。 No. h-49 i土問朽力が長も強kで， ~ i式験11-の1f(量減少率は 82.20 >:ｭ

セントに達する。とれに反し， No. h-1S はわ寸市川 10.39 ノ:ーセントを算するにすぎない。

Fig. 1 はとの 64 の単+fl"fi<i糸の材質問朽力を単J口市糸の'f"l: I!，1子に分けて並べたものである

が，との去から単相IJ;Ì糸の 'J1;_t朽ゴJ とそれらの性因子の1/ \1には設がみられないととが分る。

Fig.2 I土単和国糸の数とそれらの腐朽力との Iln純であるが， との 111I線はÆ:I<Pc分ずiîrth械をあIR

くので，同ーの子実休からの単相国糸町にみられる ~1{~朽力の也・いは単なる紡悌変異であるとと

がi認められる。

Table 2 は前に担胞了-をJ引l瓦した子実休とは別の子実休f) からの単相菌糸による試験J j の芹:

量減少率を示したものである。

との去からも i切らかなごとく p 主再利 l菌糸の階朽力はそれぞれ11山I休によってj主いがみられる。

複相菌糸による材の腐朽

材料と方法:前の実験に JJJ いた単十11菌糸のそれぞれ対の 2 つを.j1i介せて 47 系統の複和国糸

をえた。また，本ヂI~各地から集めた本菌の子実体の~:II.械から分間i した 8 つの複相j~H糸の時安系

統をえたが，との分自11加は次の泊りである。

土i?養系統一 (a) :プナi=MïlJ木ト.の子実体， 111 梨目前十f.!iJlffWfí II，Cj沢村， X --1949 , í!f向。 til-主

系統一( c) :グケカンパホli{flJ木上の子実体p 長野'県北安公'Illí上高地， VI!l-1951 , W品。町安

系統一(c�.) :グケカンベ~1i倒木[-.の子実休，長野県北安公~t1í上高地， V1II -1951，青島o :f:.~}芸

系統一(巴) :グケカンパ村倒木J..の一了・実体，長野県北安曇郡_!j:j地， \1ll-1951 , 'j:! f島。土庁芸

系統 (g) :イチヰガシ切株 kの子実休，東京都r:HI~ ， \}-1951 , 'f!f 店。:I:;~'ît系統一(h) : 

イチヰガシ生立水上の子実体，東京都 rr{KL ¥1 -1951，青島。培養系統一( j) :ブナ枯倒木

l二の子実 11:， :fHf'県北壬:曇郡r[ 1土中、L \111--1951，青島。培養系統 (k) :常緑カシの 1 和の

生立木上の子実休，東京都小石川， lX -1948，青島。

3) この子突{本のま日械から分離した?刻、日商糸を成養系統一( h) で表わす。

4) この子突休の組問から分離した向中I1菌糸な:l'fH与系統 ( g) で表わす。
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組4・rm:，i糸の村ït~1~:!j朽ゴj を決定する方法と実験開始必よび給了の時期lは 'IJÎjの身矧 n'ti糸の場合と

全く I"j様であるヮ

結果: Table 3 と Fig.3 はとれらの子実体の組織から分離した 8 つの分離系杭によるそれ

ぞれの試験JJ'の主量減少率を示す。

との去から IIJJ らかなように，とれら 8 つのまi?主系統のIlIJには時朽力の相!異に千f立;'~~がイ/-fl:す

るととが分る。 3 つの土庁芸系統 (c ， d , e) は近くの場日.lj'で， II;J 一信JHU:の子実休から(同一樹

木上で、はなし、) II;J じ(，1'に分離した柿禿系絞でるるが，とれらのIl\Jにもそれぞれ悶朽力に在があ

/.,) 0 

ïJfjの実験に使川した子実体一 (h) からの単州市糸を胡イヤせて刊さった 44 の医科 II:U糸の材Tf

時朽ゴJ を検討した。 Table 4 はとれらの市糸によるブナ li.え験材の市:量減少率をンJ::す。とのi場介

にも材質附朽})にかなりのまそがあるととが分る。

2 つのm!の桜1'11['ti糸 (A1Blx A~B" ， AIB~ x A2Bl) の材質'/iJ朽ブJ を Fig. 4!こ示す。との夫か

らさ欠のようなととが分る。すなわち，もしも複和白糸が II;J ーの性[，，[子 (AIA，BIB3) をJキうてい

るならば，l;)LI・11立i来のぞ1:1主i子とそれに[1 1来した松1'11由来の材ï'T~~~朽力との[i l]l乙は使記性がない。

松和w来町長系統， No. h-40 x No. h-16 ;主材fpilij朽力が:11主も強大で， 試験材の2Ti:量減

少率は 57.63 ノ:ーセント iこ誌:するが， ]¥'0. r_• 62 x 1'\0.11• 42 I土:/t主も弱し 15.S0 ノ 7 ーセ/

トにすぎない:

Fig. 5 11W1'11由来、め数とその材質店朽力との民係を示したものである。との去から，もしも

複1'11出i糸が[l iJ ・子実休からのす11，胞子に山来したJJ，jイヤには，桜相m糸の村質問朽力の泣いは1;j iJ i;

変異であるととがヨ〉る。

単;f'lII~H糸川主系統， h-49 は lr主も強い材TU引:'01) (82.20J�') を持ち h--45 はr!tI 1\1的な

仰朽}) (53.51%') を持っているに反L.， との 2 つを111介せてえられた松;H IïW糸町安系統，

No. h-49 x No. h-45 の材尻町朽}) (32 .49%) は強大でない。

単，+111訪米、土 ì ，芸系統， NO.h-42 の村氏吋朽}) (48.44%) は No. h-45 の村民間朽)) (53.51 

%) よりも弱いが，桜i1l1'tì糸川長系統， No. h-49 x No. h-42 の村氏階朽}) (46.45%) 

は No. ﾌ1-49 x No. n-45 の肉朽}) (32 .499，6')よりも強えである J

単相菌糸土i?芸系統， No. h-15 の材質腐朽})は最も剥く (10. 3S'%) , No. h-62 の材FfY;;f

朽カはかなり弱いが (29.29%)，とれらを胡介せてえられた桂相菌糸村主系統， No , h-15 x 

No. h-62 の材質問朽力ば強大 (42.25%) である。

単相菌糸埼養系杭， No. h-ε0 の材質時朽j) (54.80，%，)は No. h-62 の，~11朽力 (29.29%)

よりも強大であるが， 複相菌糸土庁芸系統， No. h-15 x No. h-60 の南朽j) (31.46%) I 土

No. h-15 )( No. h-62 の腐朽}) (42.25%) よりも若手L 、。

とれら上記の結:4~iJ込ら手えのような結論がえられる。すなわち，複相菌糸の材質問朽力はもし
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それらが"iJ-の子実休の担胞子に llj来する叫合には，私!の単i1 1fÏ:i糸の材~{~tJI~Ji朽 }J には全く無関

係で，桜+m岩糸のそれぞれ独自の材質向朽力を示す。すなわち， I'iJ-の子実体の担胞子に llj来

ずる場介には単相在、i糸の材質協朽}Jの大小は複相Wî糸 lと遺伝しない。

前の実験に使った子実体と臭なる子実休一(g) からの 4 つの平11合lE!の単HI1'{;j糸をそれぞれ掛

合せてえた 2 つの複;j.1 日~j糸土庁芸系杭の材民間朽力を検討した。 Table 4 はとれら 2 つの複;111

TM糸による試験材の 'T(量減少率を示す。との表から lリj らかなように，との子実体ー(g) の担胞

子からの桜相lti糸培長系統は前の子実体一 (h) のJ且胞子からの複j・I IWi糸町主系統のいかなるも

のよりも強い材'f'f-~t]J朽力を示した。

ととで"_，Tì:嬰な 'Jr実は，前の 2 つの子実休の組織からそれぞれ分間!したまi?養系新:一(g) と土庁芸

系統一 (h)りは材質腐朽力に差があるというととである。 前斤による;式験Ijーの重量減少率は

64.23 ノ，-セントで，後.x-は 40.19 ノ， -セントにすぎない。とのf，lIî fí'の附朽力の差は危険率 5

JMで有73である。との事実と前の結県から火のように結論するととが'0'きる。すなわち，子実

体のキLI.MftiJ込ら分離した復H!立i糸土庁主系統の材質問朽}J は p その子実休の:tll胞子に山来ずる:j:tH!1

1~î来培養系統の材質問朽ゴj を示す飢を与える。

子実体一 (g) の1ll胞子からの単;j.11立i糸培養系統， No. g--l と No. g-7 の材ZlJ{~朽力は

それぞれ No. g-2 ;;1:缶よび No. g-6 の材質腐朽}J よりも強大で、ある。 とれに反し，複相苗

示、土庁11"系統， No. g--l x No. 豆一7 の材TU匂朽力 (62.80%) /.:�: No. g-2 x No. g-6 の材

YT'，'jJ.朽 }J (67.99%) よりも弱い。とのあ問Lはさらに， üÎjに記した単相l~i糸の材ETI守朽力は，

もしもそれらがlid.-.の子実体の担胞子に由来した場合には，それらをt11'合せてえられた複相繭

糸には遺伝しないという結論を支持するものである。

2 つの~なる子実体のtJt胞子をt11、合せてえられた複相立j糸培養系統， No. g-l x No. h-

116 による試験JJ・の TT!:量減少率は 49.68 ノ:一セントである。との位はまi?養系統一 (h) の材11

4対朽力 (40.19%) に比してややJ.:.きし ま庁芸系統一(g) のや1-f'f }I~~:朽力 (64.23%) に比して

小さい。単;j'['rr~î糸土庁芸系統， No.g-1 /士 ε6 .42 ノ:一セントの広量減少率を与え， No. 11---116 

は 74.33 パー七ントであしこれら 2 つの単相菌糸崎主主系統はともに強い材fT吋朽力をもって

いるが，掛合せてえられた桜m出i糸のは朽力はさほど強大で、はない。

論議および結論

材質舟朽性の担子菌の単杵!菌糸による木材の関朽は VERR"¥LL (11) によって最初に報告さ

J'Lている。 彼によると Betula に生じていたニセホクチタケ (Phellinus igniarius (L.) 

Quíú，)の単相rii糸培養系統は麦芽]q[i汁寒天均芸某上では発育にかなりの差がみられるが， 材

質間朽力には差を見111せなかった。しかし POρulus むよび Carρinus に生じていた子実体

5) 培養系統一(g) および沼養系統 (h) の性因子はそれぞれ AIA3B3弘および AIA2BIBz である。
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からの単+l l1r<Î糸砕益系統は材E11苛朽 )J にかなりの差があるととをとみている。 MOFXCE 必よび

M A(J[tAE (8) はツカ戸サルノコシカケ (Fomitoρsis ρinicola (SCl!¥I'.) KAH~T.) の単相同糸培

養系統の rfl にはシトカトウヒの li.え験村ーをかなり速やかに惚朽させるものもるるが，中にはほと

んど吋朽させないものもあるととを観察している。とれらの糸If'!'!~1主コフキタケによるf任者の実

験結!，J~とかなりよく一致しているが，主任~.ーはコフキタケの1[，'，J 々の単.H Iï;r;î糸川義系統の材質問朽

力にはきわめて大きなj主し、が存在するととを昨かめた。

コフキタケの単相i{:î糸はプナ材をかなり辿やかに関朽させるゴj をもっているが， 64の単~1rBH

糸土庁芸系統 (II;Jーの子実体からの11t胞子に ill来している)の材質向朽)Jは試験1: の重量減少率

で夫わすと 10.39 から 82.20 パーセントの1m きがみられる。 Fig.1 からとれらの単m白糸

土庁芸系統のそれぞれの'陀凶子と材民向朽力のIllJには関係、がないととがl切らかである。

Fig.2 に示したさとし 単~fJ菌糸土庁芸系統の数と， それらの材氏関朽)J との III!紘は IF.:1礼分

布rlfJ ~Jíl を訂li く。

I'D-'胞の附朽mでも分灘系統の泣いによって，復相jïî糸の材ïtWJ朽-jJ I乙泣いがあるという事

実は多数の liJf究者ーによって確かめられている。 SClD[I'l' z(10) はツガサルノコシカケの 4 つの異

なった分離系統のIilJには村氏時朽力に22があったと報告し，さらにこの前には生五11的変異現~と

があり，とれば寄主松J木の影響で 4うろうと一以山ーしている。 MOrxCE (7) I 正 II;J--jJ!;Îについて p この

村民間朽)Jの泣いは守主樹木の影響.というよりも個体変異であろうと述べている。 OWEXS (9) 

はマツノカタハタケ (Cryρtoderma 戸ni (TII�U';) h[AZ.) i主土庁芸系統の泣いによって材質

偽ー朽 )J に?じがあるととを確かめ， VEI!HALL(ll) もニセホクチタケも土庁主系統の泣いによって材

坑府朽力に泣いがあるととを報汗している。彼はさらにニセホクチタケには寄てì:樹木による泣

いによって 3 つの型が存在するととをど報台したが，とれらは形態(I'~のみなら歩，生理的むよぴ材

J'[";，;S;f:0力円以でも処なるものである。 CII1LIJ日 (3) はカイメンタケ (Phaeolus schweinitzii 

(Fn.) PNI'.)も土庁芸系統によって村民間朽力に差があるとし， HILLOHX (4) はツリガネタケ

(Fomes fomentarius (L.) K1CKX) にも材ftl守朽)Jのそれぞれ異なるけ長系統が存かする

ととをと確定している。伎はさらにこの泣いは単なる 111.]休変異で，守主樹木や場所による影響で

はないと述べている。

筆者はコフキタケの子実体から分離した 8 つの培養系統の日lにも材民保朽力にそれぞれかな

りの差のあるととを確かめた。とれら 8 つのうち， 3 つは同地方で同じ時期に II;J じ寄主(ダケ

カンパ) (ただし， jli] じ樹木ではない)に生じていた子実体から分離したものでるるが，とれら

3 つの活芸系統の IIlJlこも材質俺朽力の差がみられる。また，とれらの 8 つの晴芸系統のうち，

2 つは同じ寄主樹木に生じ，同じ地方で採った子実体の組識から庁離した時養系統で、あるが，

やはり腐朽)J には22Eがみられる。とれらの結-M~から，コフキグケの複:HI菌糸時養系統rHJに 7仔在

する材質時朽力の泣いは個体変異でるリ，寄主柱吋三や場所による影響ではないととが分ろ。



186 ー 林業試験場研究報告A第 68 号

1;司ーの子実体のナIL胞子・に 1[1来した 44 の複本I I1'M糸町安系統のIiUt乙もそれぞれ材ft時朽 )J にか

なりの+11異がみられる。それらは 56.63 から 15.90 ノ t ーセントの試験材の主量減少率を示し

た。との変空11の 111 は単4'ImH糸のそれよりも小さい。

子任 J斤はさらに p もしも 1，;卜・の子実休からの.J:IJ.胞子にr! l来する場合には，政相由来日義系紙ーの

材'lt ，，1;!;朽力と 2 つのa附|人!子による~~'! (A1B1 X AeB3 ;!子よぴ A1B~xA3Bl) とのIIUIこは仰の関係

も ~'!'IP!せないととを何?カ h めた。

ともに強い材futf朽)J をもっ手11介'1''1:の 2 つの単+11由糸土庁芸系統を掛合せても必歩しも強んな

尚朽)J をもっ1在中rl~1糸が何られるとはかぎら十，反対に弱い材ftl対朽)J をもっ不11合性の 2 つの

単Hn:ti糸土庁主系統を掛合せても，必歩しも弱い '{iJ=朽 7J しかもたない松イ'11m糸がえられるとはか

ぎらたい。復4'11再i糸土庁芸系杭iilj にみられる材質問朽 }Jの泣いは接合l坊の単ifll'ti糸の村民:-/j~t朽力

を w礎としては説明できない。

Table 4 に示したごとし子実体一(g) の，HL胞子に 11I来した 2 つの複利 l'ti糸町安系統はT

実休一(h) のまII胞子に山来した院中11由来帯主系新:のいかなるものよりも材口問朽力が強い。

とれに反しp との 2 つの腹手II(Ó糸咋芸系統の却で、ある 4 つの単;HIWi糸土庁芸系杭は子実千Fー(h)

の十11.胞子iこ I11来した単+11由来よりも必宇しもんきなltf朽 )J を示さない。 子実体← (g) の担胞

子からの単利n'Gi糸町主系統 1 っと， 子実体一(h) の;f ltn包子からの単+Ilft:i糸町芸系統 1"::) を掛

合わせてえられた複相同糸川養系統は土庁養系統一(g) と土庁主系統一Ch) の 'lql\ ]iI'~'M朽 7J を示

す。ととで屯要た事実は土庁王室系統一(g) はまif長系統一(h) によとして ~~J朽力が強大で、あるとと

である (5，%の危険率で、千j;江ー)。 とれらのJ-.íl己の都三たから尖のように結論するととができる。

すなわち，桜;HIB':i糸土庁芸系統の材ttlr~S朽力 l之，それが I lJ来した 2 つの手11合性の単4n立i糸の材Tf

'，';~t'j)Jの J..:.小には関係なしに， {J~Iこ当る f矧1lf:ßi示、の村-tt吋朽力 'LJj(;科される。いいかえればp

ある政相同糸の村E引.1iJ朽 )Jの大小はそれからの単Æ'II]tj糸には現われないでとの単+llfU糸が和合

して生する松1'f m\i糸の材民間朽)J に遺伝する。

VJ<;n， n も LI， (11) はニセホクチタケの単相由来以~長系統は却に当る子実体の半IJ織から分離した

松和12i糸士i?長系統よりも材ft階朽力は弱いとさW3号している。 KAP1"}: Il'l' (6) I土ツパヒラタケ

(Pleurotus corticatus Fr.)の桜1n花i糸は Tilia の:J-;Jlih'jt を単羽 l白糸よりも 90-150 rl では

辿やかに憾朽させるが， 210 日には単相菌糸も複1'R菌糸と同程度のほ朽を起すと述べている。

伊藤 (5) は~..._ツコウタケ (Fomitoρsis rhodoρhaea (L�;y.) buz.) の単相菌糸はハンテン

ボクの材をf刻、!日当糸と I ， ;J程度に鴎士朽させると 'IK 自ーした。

コフキタケ Iこついては単相菌糸土庁芸系統のr[ 1には復相菌糸を凌駕する材質腐朽力を示したも

のもあるが， Fig. 1 ;f;-よび 4 に示したごとく p もしも同ーの子実体からの担胞子に由来した場

合同JL 単利菌糸培養系統も f射'f@î糸時養系統のIilJにもそれぞれ大きな遣いがみられるつ復相

菌糸は単有l菌糸よりも生長が早(，試験片を絡に包み p最後には黒招色の革買の菌糸で試験片の
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炎r!'IÎ を包l叫する。それi\X，試験Jjーへの般ぷーの ijb給は単1'1l!J!;Î糸の場介よりも少ないはタである。

とのJ'lll rllから単相ï~Î糸と世相主i糸の村 Til若朽 -}J を北枕するのは本lï，îについては危険である。 し

かし，単10flm糸町安系統IflJの材f't~f4朽ゴJの変異の rlJ (10.39-82.20%) は血相白糸川主系統の

そ~l (15.S0--57.633ò) よりも詫てしく-}\_きいといえる。

摘要

コフキタケ (Eびvingia aρρlanata (P 1-: 1:γ.) }心HS'l'.)の単削l~i糸と桜相立i糸の村口問朽 -}J

を ili伝的にう汁Ti'した。

本百\jの単+!Ira来の村ï"t'i官朽}J は1/iH+:II\Jに会:しい jiそがb るが， 'I" I:!J、!子と材ïTJI1;J朽 )J J)川には関

主li'l;tがない。 /IÎJ-の子実体からの:}'Il.n包子に 111来した単 rm:tÎ糸のそれぞれの村氏街朽力と，その

単mili怖の数との 1 J[1純は正規分イ'tîIHl械をfili く。

異なる子実H~のネ//J;':~i.J通ら分南íl した本Ï:6Îの夜中I!fM糸土庁芸系の I i\ JIこはそれぞれ村民間朽 JJ に大き

な:;~::がある。とれらの分離系の I: \Jにイ訂'1:ずる材'fT'!1;:!j朽力の泣いは例休変異であって，守主や場

戸lí'による変異ではないととを示した。

/IÎJーの子実体に 111来した単i.11出i来を交問してえられた複相 Fti糸の|111 にも材質防朽 )J にそれぞ

れ大きな器具がι必ずる。複i'/ I]Ï;i糸の村氏'û.t行 )J とそれらの数との r/h机は rE)品分イlil J[ 1 ~J;~ を千!?i

く。/，iトの子実休のill.胞子に 111来した複相白糸の 2 つの型の IHJ には材ft儲朽力にイ"s;宇の差異も

見111せない。

2 つの強い材'l![!，苛朽力を持った単相由来を交配させても強い材'{'['，g，p.Î)J をもった松和正i糸が

えられるとはかぎら-P， ~サい村氏吋朽 )J をもった単，j'/Iì古来のiiJイャも /IÎJ様である。 /IÎJ-の子実体

からの担胞一了・に山来したがJ介には， l'瓦相菌糸I[\JI乙イ{-:{I二する材民間朽力の器具は単なる紡iðll変異

にすぎなレ。

材質問朽)Jの強い系統:の子実体からの単十I I1:GÎ糸を 11[合わせてえられた複相白糸は強い材f'f腐

朽 :)j をもっ。また， 1 つはぽ朽 )Jの強い系統の子実体からの単j、I/W糸， 1 つはすすい系統の子実

体からの単，Hlj:M糸を111介わせてえられた班十'1 1官、i糸はWrî~'のIjJlflJ(I'0 の}/;~:朽 )J を与える。

単十!日21糸と惚イ'111:;'，i*の時朽 }Jの泣いは IIJJ瞭ではないがp 変異の rlJ は単利 li\j糸の JJが俊+111自糸

よりもはるかにーたきいといえる。
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Kiyowo AOSIJDfA: Decay of beech wood by the haploid and 

diploid mycelia of Elfvingiααρρlanata (Pmu,.) KAHS'l'. 

(Fomes aρρlanatus) 

R駸um� 

Introduction 

There have been many investigations of wood-clecay caused by the fungus 
Elfvingia aρρlanata (PElll,).) KAl1S'r. (Fomes aJぅρlanatus) ， in the field as well 

as in the laboratory , in many countries. The fungus which has a wide disｭ
tributíon, damages many spec冾s of broad-leaved t1'ees and, ler:s frequently , of 
con凬erous trees both standing and feIled. 

Most investigations on wood-decay caused by various spec冾s of wood-

1'otting fungi , incIuc1_ing this fungus, have been carried out by the pure cu1ture 
method, using dip10id mycelia isolated from tissue of the f1'uit body , from rot , 
01' from basidiospores. 

The writer (1) has p1'eviously indicatec1. that basid卲spores of Elfving向
。ρpla仰向 have a long donrumt pe1'iod ancl that high temperature treatment 

induced em'lier germination. It has also been estab1ished (2) that the fungus is 

a heterothal1ic and a tetrapolar species. In the present paper wood-rotting 
abilitiε8 of haploid as well as diploid myce1ia of Elfvingia aρρlanata wi1l be' 
genetically analizecl.. 

Tbe writer wishes to exprεss his sincere thanks to 1¥1r. R. bL\ Zm~I and 

1¥1r. Y. NA心A1 of the Govenm1ent Forest Experiment Station, 1\1eguro , Tokyo 

for their continued intεrest and encouragement toward the investigation. The 
writer a1so express his cordial appreciation to 1¥1r. R. VV. D"¥YIDRO}i of Colorado 
A & M College , Fort Col1ins, Co10rado for his kind suggestion and criticism 
offered to him and for・ his kindness in reading the manuscript. Thanks are 

a1so due to Mr. T. KOBAYλ'.IlT and Mr. Y. HAYAmr who he1ped the writer in 

the laboratory work. 

Decay by haploid mycelia 

Materials and methods: Single spore isolates used in the present experiment 

werεidentical with those usεd previously (1) , (2) , being obtained from 2 fruit 
bodies growing on diffεrεnt hosts. The sexua1 factors of the 2 fruit bodies 

were designated AIA2BIBc and AIA3B3B4 , respectively. Decay tests were made 
in glass bottles (18cm high, 8cm in diameter) , each containing 40gm of sawdust 
of beech wood, 20 gm of rice bran and 100 cc of water. Four test blocks of 

the outer sap-wood of Fagus crenata, 6 x 1.5 x 1 cm were placed beneath this 

medium in a bottle. These test blocks had 劦rst been oven dried and weighed. 
After sterilization for 30 min. at 15 1b steam pressur・e ， the test bottles were 
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Tabl巴l.-Percentage of loss in weight of woo::l-blocks destroyed by the haploid 

isolates derived from the basidiospores oﾍ fruit body-(h) of 

Elfvingia a戸'Þ[anata (PE!(f'.) KAlt8'l'. 

Haploid Sexual Per cent .of, • A veraQ:e , I?-ap'l~id Sexual Per centof Average 
isolate factor 105S in weight J-werage I is~late factor loss in weight 

1 76.30 1 47.02 

h-87 AIBl 
2 79.93 

77.48 h-6 AIBl 
2 41.05 

37.24 
3 76.21 3 31. 11 
4 77.49 4 29.81 

1 71.87 1 38.57 

h-116 AIBl 
2 74.79 

74.33 h-120 AIBl 
2 36.65 

35.79 
3 76.40 3 33.85 
4 74.24 4 34.11 

1 69.89 1 35.77 

h--105 AIBl 
2 69.02 

66.53 h 一一 14 .'¥IBl 
2 32.35 

35.53 
3 64.:/.4 3 34.19 
4 62.98 4 39.81 

1 67.21 1 30.03 

h-97 AIBl 
2 61.90 

63.89 h-44 AIBl 
2 39.24 

34.57 
3 62.17 3 32.19 
4 64.30 4 36.83 

1 59.48 1 28.32 

h-32 AIBl 
2 67.27 

61.18 h-18 AIB>
2 27.58 

2<3.28 
3 62.64 3 35.07 
4 55.31 4 22.20 

1 56.71 
1 15.16 

h-89 AIBl 2 55.95 55.41 h 一-28 AIBl 2 21.98 
18.57 

3 53.59 

1 51.26 1 83.52 

h-54 AIBl 
2 51.71 

51.26 h-49 AIB2 
2 80.00 

82.20 
3 51.88 3 83.84 
4 50.20 4 80.43 

1 56.29 
1 77.01 

h-73 AjB1 
2 41.49 

49.03 h -30 AIBz 2 75.05 75.77 
3 45.24 
4 53.09 

3 7 ♀ .25 

1 52.42 1 82.78 

h-95 AIBl 
2 38.05 

43.73 h-24 AIB2 
2 69.94 

71.95 
3 38.51 3 64.00 
4 45.95 4 71.07 

1 49.07 1 57.92 

h-23 AIBl 
2 40.85 

43.50 h-99 AIB2 
2 68.30 

64.13 
3 42.42 3 63.74 
4 41.65 4 66.54 

1 46.35 1 70.52 

h-70 AIBl 
2 36.82 

43.47 h-107 AIB2 
2 65.12 

63.99 
3 39.20 3 63.49 
4 51. 49 4 56.84 

1 50.65 1 46.54 

h-40 AIBl 
2 48.16 

43.39 h-60 AIB2 
2 55.83 

54.80 
3 43.47 3 50.56 
4 41.26 4 66.27 

1 45.30 1 54.69 

h-50 AjBl 
2 46.96 

42.92 h-64 AjB2 
2 54.86 

54.03 
3 43.02 3 52.19 
4 36.39 4 54.37 

1 41.57 1 50.00 

h-98 AIBj 
2 37.94 

42.91 h-92 AIB2 
2 47.14 

52.18 
3 44.55 3 52.68 
4 47.58 4 58.88 

1 46.06 150.59 
h 一一 19 AjB1 2 44.69 42.71 h-A  AIB2 

2 41.87 
47.88 

3 36.36 3 45.33 

1 39.71 4 53.75 

h-94 AjB1 
2 36.53 38.47 

1 52.23 
3 39.85 h-88 AIB2 2 39.05 44.77 
4 37 ・ 81 3 34.04 
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(Table 1, continued) 

~~~~:~;，~~. Average ii IJ:~I~~i~ Haploid Sexual Sexual Pe~ cent _o~ A verarre 
isolate factor loss in weight Average 1I -i~~l-;t~ factor loss in w~ight Aver呂伝E 

I 39.77 I 20.85 

h-57 AIB2 
2 37.76 

36.60 ]1-104 A2Bl 
2 22.54 

24.51 
3 27.97 3 27.01 
4 40.92 4 27.64 

I 27.41 I 21. 19 

]1-108 AIB2 
2 36.73 

31. 38 hー 112 A2Bl 
2 23.92 21.92 

3 32.53 3 27.65 
4 28.84 4 14.91 

I 36.47 
8.46 

h--71 AIB2 
2 31_ 05 

30.60 h-83 A2Bl 2 11.28 12.81 
3 25.74 
4 29.14 

3 18.69 

I 34.56 

h-62 AIBコ
2 28.57 

29.29 ]1-15 A"Bl 
7.96 

10.39 
3 28.86 2 12.82 
4 25.19 

I 25.27 
I 77.82 

]1-67 AIB2 
2 26.79 

28.16 h-63 A2B2 2 72.64 76.04 
3 28.18 
4 32.41 

3 77.68 

I 71.81 
9.35 

h-48 AIB2 2 13.86 11.93 ]1-1 A、B。
2 71.75 

75.13 
3 75.69 

3 12.59 
4 81.25 

I 75.48 I 63.83 

h-75 A2B1 
2 64.64 

65.59 h-68 A2B2 
2 66.34 

64.97 
3 59.61 3 61.91 
4 62.63 4 67.78 

I 57.87 I 6.3.04 

]1-52 A2Bl 
2 54.56 

60.16 h-29 A2B2 
2 6云 .20

64.86 
3 57.66 3 62.52 
4 70.53 4 63.66 

I 59.14 I 4-1.50 

]1-13 A2Bl 
2 51.23 

54.36 ]1--17 A2B2 
2 59.96 

58.99 
3 58.96 3 62.42 
4 48.13 4 69.09 

I 46.30 
I 47.05 

h-45 AZBl 
2 50.57 

53.51 h-5 A2B2 2 65.61 57.39 
3 60.88 
4 56.30 

3 59.51 

I 58.63 I 50.28 

h-21 A2Bl 
2 46.43 

48.90 h-113 A2B2 
2 ,,6.49 

50.26 
3 36.54 3 52.29 
4 54.06 4 41.97 

I 45.98 
I 46.27 

]1-25 A2Bl 2 47.47 48.88 h-96 A2B2 
2 52.67 

49.37 
3 47.23 

3 53.19 
4 51.31 

I 40.66 
I 43.13 

h-42 A2Bl 2 43.41 48.44 h-47 A2B2 
2 41.86 

48.12 
3 54.03 

3 61.26 
4 53.47 

I 48.61 
I 45.31 

h-33 A2Bl 
2 39.81 

47.75 ]1-11 A2B2 2 38.13 40.72 
3 45.54 
" 57.03 

3 38.72 

I 53.65 I 34.16 

h-69 A2Bl 
2 3守 .05

43.44 h-12 A2B2 
2 33.96 

34.30 
3 42.28 3 33.09 
4 38.77 4 36.00 

135.51 

h-115 A2Bl 
2 31. 89 

35.55 h-41 A2B2 
11.41 

15.43 
3 32.72 2 19.46 
4 42.07 
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Fig. 1 Percentage of loss in weight of wood 
blocks decayed by the haploid isolates derived 
from the basidiospores of fruit body-(h) of 
Elfvingia aρþlanata (PmlH.) K.H~ST. 

A宮 B ，
。

1). Tissue culture from this fruit body is designated as Isolateー (h).
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of rotting ability of wood 

between each of the monoｭ

sprous myce1ia from the same 

fruit boc1.y is merely a fluctuaｭ

tlOn. 

Table 2 shows the percｭ

entage of 108S in weight by 

the hap10id myceIia cl.erived 

frol11 the different fruit 

body . 2) 1 t is a pparent in 

this table that the rotting 

ability of haploid l11yce1ia 

of this fungus varies in 

degree, cl.epending on inｭ

dividua1 characteristics. 

国-100

Fig. 2 Relation of percentage of 10 ョs in weight 

of wood blocks and number of haploid isolates. 

60-9由0-10 10-20 20-JO 30ー岨 40-50 50-60 ω干O 司自D

Pe陀entage of 1055 in weight 01 wood blocks 

Table 2.-Percentage of loss in weight of wood-blocks destroyed by 

the haploid isolates derived from the basidiospores of fruit body-(g) 

of Elfvingia applanata (PE!(I'.) Karst. 

Per cent of Average 
loss in weight 

57.71 
52.69 
48.39 
52.69 
48.65 
44.10 
37.76 
52.00 

Per cent of • 
los8 in w帥t Ave時e ii 

75.41 
78.71 
76.72 
74.67 
71. 81 
64.15 
61.89 
67.84 

Haploid 
isolate 

52.87 

45.63 

1
2
3
4
1
I
2
3
4
 

Sexual 
factor 

A�� 

AIB.l 

g-6 

g-2 

75.87 

66.42 

ー
フ
〕

q
u
4
!
?
J
n
J
4

Sexual 
fa.:::tor 

AIB;! 

A�B4 

Haploid 
isol�.te 

g-7 

ヌ一一 1

Decay by diploid mycelia 

Materials and methods: Forty-seven dip10id mycelia were obt<;lined by 

pairing 2 of the haploid myce1ia used in the preceding experil11ents. Also , 
8 c1.iploid myce1ia is01ated by the writer frol11 varioEs Iocalities in Japan were 

employ巴d as follows: Isolateー (a) ， tissue culture from fruit body on Fagus crenata, 
Minamitsuru.gun, Yamanashi pref., Oct. , 1949; Isolate-(c) , tissue culture from' fruit body 
on Betula EI-ma同ii co刑押zunis， Kamikochi , Nagano pref. , Aug. , 1951; Isolate-ー (d) ， tissue 

culture from fruit body on Betula Ermanii communis, Kamiko:::hi , Nagano pref., Aug. , 1951; 
Isolate-ー (e) ， tissu.~ culture from fruit body on Betula Ermanii co間mu日is， Kamikochi , Nagano 
pref., Aug. , 1951; Isolate-(g) , tissue culture from fruit body on Quercus myrsinaefolia, 
Meguro, Tokyo, June, 1951; Isolate-(h) , tissue culture from fruit body on Quercus myrsinae' 
folia , Meguro, Tokyo, June, 1951; Isolate-ー(j)， tissue culture from fruit body on Fagus 

crenata, Nakatsuchi, Kitaazumi-gun, Nagano pref., Aug. , 1951; Isolat巴 (k) ， tissue culture 

from ﾍruit body on Quercus sか， Koishikawa, Tokyo, Sept. , 1948. 
The method of determining abiIIty of the diploid mycelia to cause decay 

and the date of beginnig and end of this experiment were the same as in the 

preceding experiment. 

2). Tissue culture from this fruit body is designated as Isolate-ー (g).
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Resuits: Table 3 and 

Fig. 3 show the percentage 

ot 10:::8 in wcight of woo� 

blocks attackecJ. by the8e 8 
cuItur黌 of diploid mycelia 

isolated from tü,sues of each 
rruit b::J�.y. 

From th;8 table it may 

be noted that, among these 8 
isolatés, thcie exist some 

significan二己iff亡rences in 

abi1ity to caし巴乙 dじCEy. It is 

a120 :::hown that ? cultures 

(c , d , e) i:::olc._'ced from sporoｭ
phores on the :::ame host 

species in the ::~e year at 

the :::ame 10ca1ity, bl.�t not 

from the same tree vary in 

thとir ability to C鳧use �.ecay 
of wood. 

Forty-fovx dip10i�. myce-

コフキタ干の単中日菌糸と複相菌糸によるプナ材の腐iぢ(古島)

70 

K 

Fig. 3 Percentage of los5 in weight of w∞d 

blocks of 8 diploid mycelia isolated fro:11 tis5ue 
of each of 8 fruit bodies 0口 different h03ts and 
from variou5 localitieョ in Japan. 

h ,.., 
2う

。
、d C a 

Table 3.-Percentage of 10誌 in weight of woo:i-blocks de5troyed 

by the diploid myceli�. i50lated from ti臼日目。f each of 

th巴 differe:1t fruit bodies 02 Elfvingia aρρlanata (PElw.) KAHS'J'. 

Per cent of 1055 
in weight 

56.38 
62.45 
67.92 
/0.16 
36. 己8
45.27 
40.61 
38.53 
41. 31 
39.70 
39.02 
41.63 
44.96 
4 1.号4

50.54 
49.15 

Average 

40.19 

40.42 

64.23 
1
2
q
U
L
-
-
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
 

150late 

g 

h 

Average 

36.23 

57.44 

60.33 

Per cent of 1055 
in weight 

57.77 
57.31 
62.36 
63.89 
45.59 
30.61 
32.96 
35.76 
62.93 
59.86 
55.49 
01.49 
30.23 
30.51 
31.77 
32.45 

1
2
3
4
1
1
2
3
4
1
1
2
3
4
1
2
3
4
 

150late 

C 

d 

a 

46.54 

1ia c!erived from the pairing of monosporous myceli2. used in the preceding 

experiment trom tn,it body--(h) ,yere testedφfor c_bi1ity to cεuse decay of 

wood. Table 4 sllows tﾍ1e perCicrícag己 of 1088 in weight of wood blocks of Fagus 

crenata caused by thesεmycelia. ~n this case there was a180 considerab1e 

variation in 之bi1ity to c之use decay of woocJ. 

Wood四rotting abi1ity of 2 typεS 0:[ (,ip10id mycelia CAIBl X A~B~ and AIB3 X 

A2B1) is shown ヌraphically in Fig. 4. From this figure , it wi11 be seεn that 
there is noεignificant correl疸ion b抗weell tﾍle sexu.al f2_ctors of haploid myce1ia 

from which the �.�ploid mycelia have bεen derived an�. the ability of the rεsuIting 

diploid mycelia to cc:.use �.ecay of wooè , if the 鑛p10i�. mycelia have the s;:.une 

composition of sexuaI factors (AIA3BIB~). 

k 31.~5 e 
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Table 4.-Percentage of loss in weight of wood-blocks destroyed 

by the diploid mycelia derived from pairing of monosporous 

myce1ia of fruit body-(h) of Elfvingia applanata (P.lms.) KAR6T. 

Dip10id Sexua1 
isolate factor 

Per cent • i: 
of loss i口 Ave-II I?iP.1oid 

rage 11 iso1ate weight .a5~ 11 

1 36.69 
2 28.69 ~~~， I 

33.26 I h-48x h ーー 15 I¥lB2X A2Bj 
3 30.63 
4 37.04 

Per cent Sexual .1_ r.....~' ¥..i'-'U¥.. Ave-
。f 10ss in factor ~. '':~~~'' ralle weight 'U5 

1 42.75 
2 29.25 

33.74 
3 30.51 
4 32.47 

h-62x h-13 A1B2xA2Bj 

-
一

l

B

一

B

A

一

A

X

一
×

η
a

一

O
M

B

一

B

A

-

A
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d
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O
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q
J

一
勺
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戸
包
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r
o

l

一
2

8
0
8
5
7
1
L
2
0
 

7
0
6
l

一
9
9
3
3

0
8
0
4
7
0
7
3
8
 

2
1
1
1

←2
2

フ
]
2

l

フ
-
q
U
4

一l
2

勺
J
U
4

! 27.08 

2 22'~~ 23.'31 
3 17.74 
427.02 

1 24.40 

229.57 26.45 
321.72 
4 30.09 
1 46.87 

250.51 47.22 
3 49.91 
4 41. 59 
1 55.98 

246.05 46.45 
3 45.45 

1 45.01 
2 40.52 .~ ~~ , 1 h-62X h-15 AjB2xA2Bj -;; -;~.~-:; 42.25 Ih-48X h-42 AjB2xA2Bj 2Dj 3 40.72 一 I 11. --!U  ̂  ll-"'".t~ .cl.l.L>2 

442.77 

h-62x h-42 AjB2xA2Bj 

h -62 X h -45 AjB2 x A2B2 

1 40.74 
2 33.59 

h-62x h-9 AjB2xA2B1 :3 37:89 39.24 h-49x h-42 A1132xA2Bj 

4 44.73 4 3主 .31

1 39.64 1 29.49 
2 35.63 ~~ ~~ ，~ '"'  ~ . ~ 2 34.95 h-57 X hー 13 AjB2xA2Bj -;; ~~.~~ 39.57 h-49x h-45 A1B2xA2Bj -;; ~~.~~ 32.49 j02" r>20 j 3 39.75 ・ 1 02 ﾁ .�'2Dj 3 32.95 

4 43.24 4 32.55 
1 31.48 
22779 124.27 

h-57x hー 15 AjB2xA2B1 :3 27:3ﾓ 29.89 h-49x h-9 AjB2xA2Bj ~ ~~.~~ 24.70 
433.02 325.32 

1 30.08 1 48.70 
2 35.89 ~~~" , . ~ . ~ 2 46.55 

h-57x h-42 AjB2xA2Bj :3 28:26 33.75 hー 14x h ー 11 Aj13jxAコB2351.2643.87

4 40.79 4 43.9ヲ
1 33.73 1 33.10 
2 34. 08 ~. ，~ , _ ~ . n • ~ 2 30.99 

h-57x h-45 A1B2xA2131 :; 37:85 34.60 hー 14x hー 12 Aj13jXA2B2 :3 28:�� 32.47 

4 32.84 4 36.92 
1 35.61 1 29.19 
2 23. 35 ~~， ~ , _ ~ . ~ ."  2 29.93 

h-57x h-9 AjB2xA2Bj :3 27:ﾖ3 32.47 hー 14x hー 17 AjBjXA2B2 :; 2�:38 29.17 

4 38.89 4 29.16 
1 3ヲ .43 127.44 
2 40.14 つ 27.95

h-60x h-13 AjB2xA2E1 :3 49:83 44.62 h-3 x hー 12 A1BjxA2B2 323:48 26.00 

4 49.08 4 25.14 
1 30.22 1 29.12 
2 32.29 ~." n -'.  ~. • ~ 2 29.87 

h-60x h-15 A1B2xA2B1 :3 27:47 31.46 h-3 x hー 16 AIBj x A2B2 :3 :;Ó:8ヲ 32.06

4 35.85 4 33.37 
1 55.45 1 34.85 
2 39.26 ，，~ . , ~ __ , • ~ . ~ •• . ~ 2 3 1.己O

h-60x h-42 A1132xA2B1 :3 4:ﾓ:28 46.34 h-3 x h-17 A1BjxA2B2 328:99 29.34 

4 50.37 422.02 
1 3ヲ .65 1 43.10 
2 38.31 ~~ ~~ , n , ,_. ~. . ~ 2 52.47 

h-60x h-45 AjB2xA213j :3 34::56 37.99 h-3 x h-41 AjBjxA2B2 3 ~O:23 56.96 

4 39.43 4 67.03 

1 59.39 1 33.72 
250.80 " n  ~n "n..' • ~ • ~ 229.54 

h • 48x hー 13 A1B2xA2B1 :3 46:77 53.93 h-50x hー 11 A1BjxA2B2 :3 23:27 30.95 

4 59.43 4 32.35 



Per cent • _,,_._ 
。i' 103δin ""...... ..... 

raσe 
weight し

1 46.06 
2 33.26 37.92 
3 32.77 
4 39.62 
1 39.66 
2 44.06 h x 40 x h -41 A, B, x AηBo ~ ~~.~~ 42.17 lL)1̂ rl.21.J2 337.00 
447.96 
1 25.33 
230.79 h-44x hー 11 A,B,xAoBo ~~~.~~ 29.26 1 JJl ^ .n.2L12 3 斗3.56

427.33 
1 2:';.12 
2 26.29 

25.61 
3 21.69 
4 31.36 
1 43.81 
2 43.95 

h -44 : h ー lιA，B ， x A~B" ~ ;;~'.~~ 50.42 ，，-，，帽 3 52..,,3 
4 56.01 
1 51.83 
2 52.37 47.41 
3 44.73 
4 40.66 
1 44.31 
2 32.86 h-44X h--41 A， B， xA2B，、 33.421 ^.n.2 “ 347.92 
4 28.60 

Per cent 
Sexual 

。f 1033 in 
factor weight 

1 41.59 
2 36.07 h-50x h-12 A,B,xAoBo ~ :;;:.;:: 33.97 

よよ 句 2 3 33.36 
4 30.89 
1 27.01 
2 22.66 

h-50x hー 16 A，B，:てんB2 325.72 26.93 

4 32.54 
1 41.77 
2 31.46 h-50x h ー 17 A， B， XAoB 、 36.31

よ "~C 3 34.46 
4 37. 己6

1 33.20 
2 40. 己7

h-50x h-41 A,B,XA2B2 :3:3丹 :34 33.09 

4 33.57 
l 己 6.12

2 40.64 
h-40x h x 11 A,B,xA2B2 :3 ~~:~5 51.40 

4 51.67 
1 40.34 
2 33.92 

h-40x h ー 12 A,B,xA2B2 :3 3~:;5 33.71 

4 29.32 
1 65.66 
2 50.75 h-40X h ー 16 A, B, x AoBo ~ ~，:，.~::: 57.63 .l"__'.L噌 2 3 54.73 
4 59.41 
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Sexual 
factor 

Diploid 
isolate 

Aveｭ
rage 

Diploid 
isolate 

h.-40x h-17 A,B,xA2B2 

h-44x h--12 AjB ， xA2Bニ

h-';4x h -17 A j B,xA2B2 
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Fig. 4 Percentage of 103s in weight of wood blocks destroyed by the diploid 

mycelia derived from pairing of monosporous mycelia of fruit bo::!y-(h). 

A, B ,x ,LhB2 A ,B2X AzB , 

Diploid isolate , No. h-40 x No. h-16 was foremost in wood-rotting ability , 
wﾌth 57.6:~ per cent, while No. h-62 x No. h-42 was the least with 15.90 per 

cent. Fig. 5 shows the relation between the number of diploid isoIates and 

their abiIity to cause decay of wood. From tﾌJ.is it czcn be concluded that the 
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variation of ability to cause decay 
of wood among the c1.iploic1 mycelia 
from the same fruit body is 2 , f1uctuaｭ
tion. FV.rthermorε ， the diploid isoｭ
Iate, No. h-49 x No. h-45 is not 
80 capabl己 in causing WOOcJ. decay 
(32 .49.%) 回 were haploid isolates, 
No. h-49, the strongest of all the 
haploi� mycelia with 82.20 per cent , 
and No. h-45 , a mo�rately strong 

deca.yer with 53.51 per cent. 

No. h-49 x No. h--42 ('16.45%) 
is stronger in abiJity to cause decay. 
than No. h-49 x No. h-45 (32.49%) , 
where No. h-42 (48.44%) is weaker 
in ability to cause 白cay of woo� 

than No. h-45(53.51.%). 
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Fig. 5 Relation of p巴rcentage of loss in 
weight o�: wood blocks and number of 
diploid isolates. 

No. h-15 x No. n-62 is strong 
with 42.25 per cent , where No. h-15 is the weaKω: of a11 thξhaploicJ. mycelia 
with 10.39 percent and No. h-62 is moderate1y weak wit'h 29.29 per cent. 

No. h-15 x No. h-60 (31.16%) is weaker in abi1ity to cause decay than 
No. h-15 x No. h-62 (42.25%) , where No. h-EO (54.80%) is much stronger 

than No. h-62 (29.29%). Tl花氏sults lead to the conc1usion that, within the 
same source, the wood-rotting abi1ity of dip10id mycelia is not indicated by 

the decay ability of the parent monosporous myce1ia frol11 which they have 

been derived. 
Two diploid myce1ia dεrived from 4 mating type8 of l110n08pOrous myceIia 

from the fruit boc1y-(g) were tested for abi1ity to CZ.U8e decay. Table 4 snow8 

the percentage of 108s in weight of wood block8 rotte�. by these 2 diploid 
l11yce1iε. Both of d.iploid l11ycelia caused greater weight 1088 of wood blocks 
than any of the dip10id mycelia d.erived from the fruit body~(h). The perｭ
centagεof 1088 in weight for the 2 diploid myce1ia , No. g-l x No. g-7 and 
No. g-2 x No. g-6 amounted to 62.80 and 67.99 per cent, re8pective1y. 

Two diploicJ. myceIia isolated from the tis8ue8 of each of the 2 fruit bodies, 
IsoIate一(g) and Isolate一(h戸 differ in their ability to ca白色白cay (Table 3, 
Fig. 3). Isolate一(g) cause�. 64.23 per cent 1088 in weight and 1801ate-(h) 40.19 
per cent. This difference is significant ,ü the 5 per cεnt level. Comparing 
this with re8ults presented above, it can be concluded, that t.he d.ecay abi1ity of 
diploid isolates dεrived from tissue of fruit body , is in�.icative of the ability of 
the dip10ic1. .mycelia derived frol11 the basidiosporε8 to Ca11.8e c1.ecay. 

Abi1ity to cause decay of wood of the 2 haploid l11ycε1i a ， No. g-l and No. 
g-7 is greater than th08e of No. g-2 and No. g-6. On the other hand , woodｭ
rotting ability of the 2 dip10id myce1ia , No. g-l x No. g--7 (62.80%) i8 less 
than that of the diploid myce1ia , No. g-2 x No. g一一6 (67.99%). The8e re8ults 
further 8ugge8t that ability to cause �.ecay of diploid myce1ia , within tﾍ1e same 

sourc巴司 is not indicated bv the c1.ecay abiIity of the parent monosporous l11yce1ia. 

The dip10id mycelium derived from tﾍ1e 2 ba8idiosporεS of different fruit 
bodies , No. g-l x No. h-116 cm:.sec1. 49.68 per cent in 10 :::,s in weig~t of wood 
blocks. This value is mocJ.erately strong compared with that of the diploid 

3). Isolateー (g) is designated as A1AaB3B4 and Isolate-(h) , AIA2BIB2' 
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Table 5.-Percentage of loss in weight of wood-blocks destroyed by the diploid 

mycelia derived from pairing of monosporol1s mycelia of fruit bodyー (g)

Diploid isolate 

g-'-1 x g-7 

g-2 x g-6 

g .-1 X h 一一 116

and fruit bodyー (h) of Elfvingia aρρlanata 

Sexual factor 

A3B4 X AIB3 

AIB! X A3B3 

A:IB'1 x AIBl 

Per cent of 103S Average in weight 

1 68.14 
2 60.23 62.80 3 61.80 
4 61.06 

1 66.01 
2 64.55 67.99 3 73.46 
4 67.96 
1 48.12 
2 52.70 4ヲ .68
3 48.22 
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mycelia derived from the fn� bo�.y-(h) (40.19%) , bv.t weak comparing with 
thこlt from tﾌ1e fruit boc'y--(g) (64.23_%). Haploid mycelia , No. g-l has a 
wood-rotting ability 0:[ε6.42 per cent and No. h-116 that of 74.33 per cent. 
Th鑚e 2 monosporous mycelia bot;1 have pronounce�. ability to cam;e c1.ecay , but 
tﾌ1e diploi�. mycelia derived from tﾌ1e pairing of these monosporous mycelia (one 

from the Irnit bo� of strong ability anc1. anotÌ1εr from that of w鐶k ability) , 
was only mo c1,crately able to Cal�8e �.ecay of wooc1.. 

Discussion 

Observation on wood decay by the haploid mycelia of woo�.-rotting Basidioｭ
mycetes was reported for the fir己t time by V ElWλ]， f， (11). He has reported that 
among tﾌ1e haploi�. cultures of Phellinus (Fomes) igniarius (L.) QUEf,. from 
birch the woocl. C'.ecaying proc1ivities c.l.id not vary sigi1ificantly , although there 
were diffεrenc臼 in rate of growth on malt agar. The lmploid cultures from 
aspen and ironwood , ilOwever , vaηT considerably in the amount of dεcay causec1 .. 
M�xCl-; and MM'H.lE (8) ohserved that wme of the monosporous mycelia 0:[ 

Fomitopsis (Fomes) ρinicola (S< 'J1W.) KAH>'J'. ('.estroyed t;~e wood blod:s of Picea 
sitchensis fairly rapidly, but otﾌ1crs caused very little dεcay. These resuﾏts are 

rather similar to th疸 of the present writer's experiment in whi� it is indicated 
tﾌ1at l�.rge variation eX;8ts between the wood-rotting 2_bility of haploid mycelia 
of Elfvingia aρρlanatσ. 

The writer has indicated tﾌ1at the haploid myce1ia of Elfvtngia aρρlanata 
destroyed the wo06 blocks of Fagus crenata cor_8iderably , but that the woodｭ
rotting ability of eaCﾌ1 of 64 I1aploid mycd僘 diffεrεd greatly ranging from 10.39 

to 82.20 in percentage of 1088 in weight of wood block8. From Fig. 1 it is 
evident that no correlations exist b日ween wooc1.-rotting ability of haploid mycelia 

and their 8εxual factors. 
A8 shown in Fig. 2, the numbεr8 of haploid isolates a8 plotted‘ agaim;t wood_ｭ

rotting ability fOﾜOW8 a normal c1.istribution curve. 
There are diff己r.:'nce8 oﾍ wooc1-rotting abi!ity ε:nong ﾚe di1)10i�. isolates. 

SCH1II'l'Z (10) fo山ld êjfferenc臼 of wood-rottin?: ability amQng 4 isolates of 
Fomitoρsis (Fomes) ρinicola (SCHW.) KAR日.， and concluded tbat in this species 
physiological varﾎ疸ion existed which might be the r鑚ults of host influence. 

MOLXCE (7) worke�. with the 8訂ne fungus and conc1uded that the diiference 

was the resu1t of individual variation rather than host influence. 0"・EXS (9) a1so 
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found tho.t there existe�. vo.rio.tion of abi1ity to cause �.ecay o.mong the iso1ates 
of Cryρtoderma (Fomes) ρini (TlI�:E) bL¥Z. VEl:l1AI.L (11) invεstigo.teè. Phellinus 
(Fomes) igniarius (L.) QtJEL. and tfl2.t there existed vﾐxiation of wood-rotting 
o.bi1ity 乙mong the iso1疸e2. He 0.180 sto.ted that there were 3 distinct groups in 
this speci臼， which differ among them8e1ves in morpho1ogico.l as well as pl1ysio10・

gico.l characteristics and in ability to cause decay of wood , from the st�..I1dpoint 
oﾍ host re1ationship. ClIlW f¥ (3) found that diHerent isolates of Phaeo!us 
(Polyρorus) schweiniizii (Flt.) PA'J'. v2.ried from oneεnother in abi1ity to cause 
decay 0工 wood. HrLBり iC， (4) pointed out that the iso1ate8 of Fomes jomentarius 
(L.) KWKX differed among themse1ves in their abi1ity to cause decay of wood , 
and that this .was the resu1t of inc1.ividual variation and not correlo.ted with any 
host or locaEty infIuence. 

Differences in wood-r�ting ability exist amcm ','; 8 isolates oﾍ Elfvingia 
aρρlanata (TabIe 3). Three of thεse were iso1at:::d from tiSS::t2S of each 0:[ t�e 
fruit bodies grown 0ロ tÌle same ll08t (Betula Ermanii co:nmunis) o.t the same 
Iocality, but not on the so.me tree , and collectec1. 011 the sa侊Ie date. There is 

1'.180 differer‘ ce in abi1ity to cause decay among thes::: 3 iso1ates. Two of 8 

iso1ates from the same host and IocaIity were a1so (I.iiferent in their abi1ity to 
cause decay. 1t ca孔 therefore be conc1uded tﾍ1at tﾍ1e difference in ability to 
cause decay of wood existing among the iso1ates of Ef了vingia aρρlanata is the 
resu1t of in�.ividual variation, and not correlatec1. with any locality influence. 
There is o.1so considero.b1e variation in abi1ity to cause c1.ecay oﾍ wood among 
44 dip10i�. myce1ia �.erive�. from the oasidios;1orεs from t~1e same source. They 

range frorn 56.63 to 15.90 pE:r cent in 1088 in weight 0:[ 羽TOod blocks. This range 

of variation is sma�er than that of haploid mycelia. 
Furthermore , tlle wr:ter has pointed out that there exists no significant 

�.ifference in ability to caじse decay of woo�. between the 2 types oﾍ dipIoid 
mycelia (AIBl X AっB、 and AIB2 X A~Bl). 

Diploid rnycelia derived from the 2 monosporous mycelia , both with strong 
decaying ability , do not always have much abiIity to cause �.ecay of wood. 
SimiIar1y, it was al20 ascertaine�. that diploid myce1ia from tﾍ1e mon08porou8 
myce1ia , both wi� weak abi1ity , do not always have wea1王 ability to cause 
decay of woo�.. The considerable differεnce of abiIity to cause decay existing 
among the diploicl mycelia can not be exp1ained on the basis or the d.ecay ability 
of the hap10id strains from which tﾍ1ey wer己 ßerived.

Two dip10id myceIia rrom the basidiospore8 oﾍ another fruit body一(g)

(Table 4) have J110re ability to cause 己ecay than any of the dip10id myce1ia 
from the basidiosp�es oﾍ the fruit body-(h) , while the 4 monosporous mycelia 
have no greater abi1ity to cause c1.ecay than many of the mO!1osporous myce1ia 
from fruit body一(11). 

Diploid myce1ia derived ﾍTom 2 basidiosporεs ， one ﾍrom ﾍruit body-(h) and 
the other from rfruit body-(g) , have wood-rotting ability intεrmediate between 
that of diploid Imycelia froill fruit body-白) and fruit body一(g). Here, it must 
oe mentionec1. that wood-rotting abiEty of 1so1ate-(g) is significantly greater 
than that of 1solateー(h). From the ﾍact mentioned above , it can be concluded 
that the wood-rotting ability o:f dip10id myc色lia is inherited from the parent 
dip10id mycelia , regardIess of the abi1ity to cause decay of 2 mating types 
of monosporous illyce1ia. 

VEl1RALL (11) ﾏ1as reported in his study on variation in Phellinus igniarius 
that the haploid cuItures of this fungus decay wood more s10wly than the 
dicaryobc tissue cultures of the p訂ent fruiting bodies. ~\UFEI.l.T (6) has reported 
that the dicaryotic myce1ia of Pleut叫us corticatus Fll.. decay basswood sawdust 
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more rapidly than haploid mycelia in tests 1asting 90-150 days. When the decay 
period was 1engthened to 210 days, however, the haploid myceIia caused as 
much decay as thεparent dicaryotic myceIium. or compatib1e matings oﾍ hap10id 
myceIia. !To (5) has reported th:�.t hap10id myce1ia of Fomitoρsis (Fomes) 
rhodoρhaea CU,Y.) huz. d.estroyed the woo<1 b10cks of Liriodendron tuliρifera 

as quick1y as the diploid mycelia. 
Considerable difference existed (Fig. 2, 5) between the wood-rotting ability 

oﾍ haploid and diploid myce1ia of Elfving向。ρρlanata ， if they are derived from 
the same source. The d.ip10id mycelia grew on the wood blocks more compactly 

anc1 rapidly than the hap10id myce1ia , covering the wooc1 bloCi.;S with brownish 
black and feIty mycelia. Therefore, it is pm:sible that the oxygen supρly to the 
wood blocks is somewnat inhibited in the c之se of diploid mycelia. For this 

reason comparison cannot be made between the abi1ity of haploid myceIia to 
cause c1ecay and that of (1jploid mycelia without some chance or e打.or. However, 
it can be pointed out that the variation range of ability to cause decay of hap10id 
mycelia (10.39-82.20%) is much greatεr than that of the diploid mycelia 
(15.90-57.63%) . 

Summary 

W ood-rotting ability of monosporous mycelia as well as dip10id ones of 
Elfvingia aρρlanata (PEJlf'.) I伃:ET. was genetically ana1ized. 

Ability to cause decay of wood of monosporous mycelia of this fungus 
varied exteEsive1y according to their individual characteristics. Furthermore, no 
corre1ation existecl between their known sexual factors ancl their abi1ity to cause 
decay of wood. Numbers of monosporous mycelia as pIotted against their 
ability to cau.se decay of wood fol1owed a norma1 clistribution curve, providεd 
that they wεre clerived from basidiospores of the same fruit body. 

Eight dip10icl mycelia isolated from tissues of εach of the 8 fruit bodies of 
this fUflgllS varied in ability to cause decay of 丸N"ood. Variations in c:bility to 
cause decay of wood existing among these isolates were demonstrated to be 
the results of individual variation and not correlc:ted with any host and locality 

infIuence. 
There was a1so variation of abi1ity to cause decay of wood among the diploicl 

myce1ia derivecl from pairing monosporous myce1ia ﾍrom the basidiospores of 
the same source. Numbers of dip10id mycelia as pIotted against their abi1ity to 
cause clecay gave a norma1 distribution curve. This variation was a1so indicated 
to be the resu1t or f1uctuatioll. No significant clifference of ability to cause 
decay of woocl existed between th色 2 types of dip10id myce1ia , providing a11 the 
hap10id myce1ia were derived from the Eame fruit body. 

Dip10icl myce1ia derived from 2 monosporous mycelia having prol1ounced 

abi1ity to cause decay Cid not always do so consistently. Results indicated that 
the differences in abi1ity to cause deca.y eXﾌf::ting among the diploid mycelia, 
derived from the basi�ospores of the Ea.me source, are the resu1t of natura1 

fluctuation. 
Diploid mycelia from 2 paired monosporo日 mycelia obtained from a rruit 

body whose isolate had strong ability to cεuse decay a1so caused high decay 
10Es. Diploid myce1ia clerived from 2 monosporous mycelia , one from a sporophore 
whose isolate had strong ability to cause decay and the other from one of weak 
ability , are intermediate in their abi1ity to cause decay, in relation to those of 
the diploicl isolates indicated above. 
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Difference in ability to cause decay between haploid and diploid myceIia is 

not c1ear in this species because of difficulties in obtaining a satisfactory method 

of comparing c1.ecay ability. However, the variation range of haploid mycelia , 
within the same source , is obviouBly greater than that of the diploid myceIia. 

L.¥ I:OL\ 'l' OH，y けF FllI~m 'l'乱!J:YC (l LO(:Y

GOYEI:S)rEX'I' F01:E''L' EXFlつ n，L\mx'l' ST.¥TTOX 
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Explanation of plates 

Plate 1. 

A. Mycelia of haploid isolat告， No. h-22 in a bottle at th巴 end of decョyexperimeロt.

B. Mycelia oﾍ haploi::! ic;olate, No. h -26 in a bottl巴口t the eロd oz de士ayexp巴riment.

l'late 2. 

A. Mycelia oi diploid isolate, No. h-3 x No. h-26 iロコ bottle at the en::! of decay 

expenmeロt.

B-D. Wooこ1・blockョ of Fagus crenata decayed by the haploid and diploid isolates. 

B. 1. Haploid isolate, No. h-15; 2. Haploid isolate, No. h-62; 3. Diploid isolate, 
No. h-15 x No. h-62; 4. CO:ltrol; 5. Diploiヨ isolate ， No. h-5Cl x No. h -16 ; 

6. Diploid isolate, No. h-60 x No. h-15. 

C. 1. Haploid isolatε ， No. g-5; 2. H己ploid isolョte ， No. g-2; 3. Diploid isolate, 
No. g-2 x No. g-6; 4. Control. 

D. 1. Control; 2. Haploid isolate, No. h-45; 3. Diploid isolat巴， No. h-45 x No. 

h-49; 4. Haploid iso l2.te, No.h-37; 5. Haploid isolate, No. h-92; 6. Diploid 

isolate, No. h-42 x No. h-49. 
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